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「
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
」の
保
健・医
療・介
護 

〜
元
気
⾼
齢
者
が
地
域
を
創
る
〜

講演２

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
今
の
日
本
は
困
っ
た

状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
人
口
に
占
め
る
50

歳
以
上
の
割
合
は
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
常

に
2
割
以
下
で
し
た
が
、
こ
の
50
年
で
6
割

を
占
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
総
人
口
も

2
1
0
0
年
に
は
5
、0
0
0
万
人
を
切
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
番
困
っ
た
こ
と
は
、
戦
後
か

ら
30
歳
も
寿
命
が
延
び
た
こ
と
を
喜
べ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
認
知
症
患
者
の
拡
大
や

医
療
・
介
護
費
の
急
増
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
り
ま
せ
ん
。
各
市
町
で
は
、
高
齢
化
率

は
衰
退
指
標
と
な
り
、
数
値
化
さ
れ
た
ア
ウ

ト
カ
ム
が
目
的
に
な
る
。
つ
ま
り
、
少
子
高

齢
化
そ
の
も
の
が
課
題
と
な
り
、
課
題
の
解

決
の
た
め
に
、
振
り
回
さ
れ
て
い
る
と
も
い

え
る
状
況
で
す
。

　

い
く
ら
医
療
が
進
ん
で
も
永
遠
に
生
き
続

け
ら
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
な
の
に
、
私
た

ち
は
疾
病
予
防
の
た
め
に
保
健
活
動
を
行
い
、

病
気
に
な
っ
た
ら
医
療
へ
つ
な
ぎ
、
打
つ
手

が
な
く
な
る
と
介
護
・
福
祉
に
。
保
健
・
医

療
・
福
祉
、
多
職
種
連
携
こ
そ
が
地
域
包
括

ケ
ア
の
要
諦
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ー

少
子
高
齢
化
は
課
題
で
は
な
く

時
代
の
背
景

「
そ
の
人
ら
し
い
人
生
の
実
現
」

と
い
う
同
じ
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
こ
と
が
連
携
の
意
義1954年生まれ。1979年愛媛大学医学部卒業（第一期生）。

愛媛大学医学部附属病院医療福祉支援センター長、同総合診
療サポートセンター長を経て2016年1月より四国医療産業研
究所所長。同年4月より滋賀県医療福祉推進アドバイザー。

【講師】櫃
ひ つ

本
も と

 真
し ん

聿
い ち

氏

滋
賀
県
医
療
福
祉
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

櫃ひ
つ
本も
と 

真し
ん
⾀い
ち
⽒（
四
国
医
療
産
業
研
究
所 

所
⻑
）

データ分析にもとづく保健事業の計画・
実施・評価（PDCAサイクル）の取組

・データヘルス計画
・国保ヘルスアップ事業
・保険者などにおける個別保健事業
・その他

【保健事業】
（都道府県、市町村国民健康保険、国民健康保
険組合、後期高齢者医療広域連合（委託等に
より市町村が実施する場合にあたっては市町
村）が実施する保健事業）

公衆衛生学·公衆衛生看護学に造詣が深い者、
大学等研究機関・地域の関係機関等の有識者
及び都道府県職員、地域の関係者等

公衆衛生学·公衆衛生看護学に造詣が
深い者及び大学等研究機関の有識者等

【保健事業支援・評価委員会】 【国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会】

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の全体像
保険者等

国保連合会 国保中央会

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業

見
や
課
題
を
踏
ま
え
、
よ
り
質
の
高
い
計
画

の
立
案
を
補
助
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に

よ
っ
て
保
健
事
業
の
実
効
性
を
高
め
る
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
さ
ら
な
る
健
康
維
持
、
増
進

を
は
か
る
保
健
事
業
で
は
、
保
有
し
て
い
る

デ
ー
タ
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
考
え
方

を
参
照
い
た
だ
く
こ
と
で
、 

健
康
上
の
リ
ス

ク
ご
と
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
細
分
化
し
た
展
開

な
ど
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
医
療

費
の
高
額
化
に
つ
な
が
り
や
す
い
糖
尿
病
性

腎
症
の
重
症
化
予
防
に
向
け
た
受
診
勧
奨
や

保
健
指
導
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
な
ど
、

早
期
発
見
・
早
期
介
入
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

患
者
及
び
家
族
の
Q
O
L
向
上
を
は
じ
め
、

医
療
機
関
未
受
診
・
治
療
中
断
者
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
や
、
医
療
機
関
の
人
的
・
物
的
資
源

の
よ
り
効
率
的
な
活
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、策
定
に
お
け
る
支
援
策
と
し
て「
国

保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

で
は
、
K
D
B
等
を
活
用
し
た
保
健
事
業
の

計
画
策
定
や
実
施
の
支
援
を
行
い
、「
国
保

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
」
で
は
、
計
画
に
基
づ

く
保
健
事
業
の
実
施
及
び
計
画
策
定
に
係
る

費
用
を
助
成
。
特
別
調
整
交
付
金
の
一
部
を

活
用
す
る
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
引
き

続
き
実
施
し
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
本
格
稼
働

を
支
え
て
い
き
ま
す
。

・KDBシステム等を活用した保険者等への情報提供
・保健事業の手順に沿った評価基準を活用し実施
　計画策定への助言
・評価基準等を活用した保健事業の評価
・保険者等職員に対する研修の実施

○国保ヘルスアップ事業については、保健事業支援・評価委員会から評価を受けることが必須要件

・実態調査・ガイドラインの策定
・事業の分析·評価・調査・研究
・事業実施報告会の開催
・事業実施報告書の作成・公表
・連合会職員等に対する研修の実施

支援

支援・情報提供

評価

報告

報告
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